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業  種  別 平成１４年  前年同期

計 (２ )１６４ (４ )１９９

製造業 (０ )　５７ (０ )　７７
鉱業 (０ )　　１ (０ )　　０

土木 (１ )　１２ (１ )　１０

建築 (１ )　１７ (１ )　１８
その他 (０ )　　２ (０ )　　８

建
設
業
小計 (２ )　３１ (２ )　３６

運輸交通業 (０ )　２１ (０ )　２５
貨物取扱業 (０ )　　１ (０ )　　２
農林業 (０ )　　５ (０ )　　３
畜産水産業 (０ )　　１ (０ )　　１

商業 (０ )　２１ (１ )　２５
その他 (０ )　２６ (１ )　３０

日立署管内の労働災害発生
　　　　(　速　　報　)
平成１４年１１月現在

(注)   休業４日以上の災害
　　 ( )内は、死亡者の内数

作業環境

・空気環境
　空気の汚れ、臭気、浮遊粉じん、喫煙
・温熱条件
　温度、湿度、感覚温度、冷暖房条件、(外気温との差、仕事に
　あった温度、　室内の温度差、気流の状態)
・視環境
　明るさ、採光方法、照明方法、(直接照明、間接照明、全体照
　明、局所照明)、グレア(まぶしさ)、ちらつき、色彩
・音環境
　騒音レベルの高い音、音色の不快な音
・作業空間等
　部屋の広さ、動き回る空間(通路等)、レイアウト、整理・整頓
　
　

不快と感じることがないよう、空気の汚れ、臭気、温度、湿度等の作業環境を適切に
維持管理すること。

職場快適化改善事例

　平成１４年の労働災害の発生件
数は、全国、県内、当署管内とも
に減少しています。しかし、県内
の死亡災害は、１２月２７日現在
５７件で、前年の５０人を大きく
上回りました。
　年末年始は、作業や生活のリズ
ムが変りやすく、災害防止のため
の配慮が特に必要となります。
｢安全最優先｣の原点に立ち返り、
無災害の１年をスタートさせまし
ょう。
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